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・AS-289R 制御コード一覧 Rev.2 

 

名   称 機       能 ページ 

ＣＡＮ データ抹消 3 

ＣＲ 印字改行 3 

ＤＣ４ 横倍幅拡大解除 3 

ＬＦ 改行 3 

ＳＯ 横倍幅拡大指定 3 

ＥＳＣ  ３ 行間スペース量指定 4 

ＥＳＣ  ＠ 初期化 4 

ＥＳＣ  Ａ 行間スペース量指定 4 

ＥＳＣ  Ｉ 印字方向指定 4 

ＥＳＣ  Ｊ 指定量紙送り 5 

ＥＳＣ  Ｌ 大文字指定／解除 5 

ＥＳＣ  Ｎ 縦倍幅拡大指定／解除 5 

ＥＳＣ  ＳＩ 横倍幅拡大解除 5 

ＥＳＣ  ＳＯ 横倍幅拡大指定 5 

ＥＳＣ  ＳＰ 文字間スペース量指定 5 

ＥＳＣ  Ｗ 横倍幅拡大指定／解除 5 

ＥＳＣ  ｈ ＡＮＫ文字フォント指定 6 

ＥＳＣ  ｌ 印字位置移動 6 

ＥＳＣ  ｓ スクリプト指定／解除 6 

ＥＳＣ 〈ｎ〉 文字間スペース量指定 7 

ＥＳＣ  ｗ 縦倍幅拡大指定／解除 7 

ＦＳ  ＤＣ４ 横倍幅拡大解除 8 

ＦＳ  ＳＯ 横倍幅拡大指定 8 

ＦＳ   Ｗ ４倍角指定／解除 8 

ＦＳ  ｅ 縦、横拡大率指定 8 

ＦＳ  ＊ ビットイメージの登録／印字 9 

ＤＣ２ Ｆ 印字分割指定 11 

ＤＣ２ Ｓ 漢字フォント指定 11 

ＧＳ  ｈ バーコードの高さ 12 

ＧＳ  ｋ バーコード印字 12 

ＧＳ  ｗ バーコードサイズ 13 

ＧＳ  ｘ 二次元バーコード（ＱＲコード）印字 14 

ＥＳＣ ＄ 文字コード指定 15 

ＧＳ  ｙ 二次元バーコード（ＱＲコード）の拡大指定／解除 15 
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・AS-289R 初期値表 

 電源投入時(HEX ダンプ印字モード以外)は、下記初期値となります。 

 

機    能 初   期   値 

行間スペース量 ４ドット（０．５㎜） 

文字間スペース量 １ドット 

ＡＮＫ文字フォント指定 12×24 ドットフォント 

漢字フォント指定 ２４×２４ドットフォント 

拡大指定、スクリプト指定 すべて解除 

縦横拡大率 縦１倍、横１倍 

印字分割指定 ２分割 
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・AS-289R 制御コード解説 

 

   ＣＡＮ 

        〔名 称〕       データ抹消 

        〔コード〕            １８Ｈ 

        〔機 能〕            印字バッファ内のデータを抹消します。 

 

      ＣＲ 

〔名 称〕  印字改行 

〔コード〕   ０ＤＨ 

〔機  能〕 １行分の印字を開始し、設定されている行間ピッチ分を改行します。 

 印字バッファ内にデータが無い場合には、１６ドット＋行間スペース量の改行となります。 

 バッファフル印字機能があるため桁数分のデータを入力される時は、当コードの入力は 

 必要ありません。（1 行分のデータが入力された時点で、自動的に印字を開始します。） 

 

   ＤＣ４ 

〔名 称〕     横倍幅拡大解除 

〔コード〕     １４Ｈ 

〔機 能〕 ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ１、ＦＳ ＳＯによる横倍幅拡大指定を解除します。 

 ＥＳＣ ＳＩ、ＥＳＣ Ｗ０、ＦＳ ＤＣ４ と同じです。 

 

   ＬＦ 

〔名 称〕     改行 

〔コード〕     ０ＡＨ 

〔機 能〕     １行分改行を行います。 

 改行量は、前回印字によるドットフォント分＋行間スペース量となります。 

 電源投入後にＡＮＫ12×24 を印字し、その後のＬＦの改行量は 

 24 ドット＋４ドット（電源投入時の初期値）＝２8 ドットの送りとなります。 

 行間スペース量を８ドットにし、漢字（２４×２４）の縦倍幅印字を行った後のＬＦは 

 ５６ドット分の送り（７㎜）となります。 

 

      ＳＯ 

〔名 称〕     横倍幅拡大指定 

〔コード〕     ０ＥＨ 

〔機 能〕     以後受信した英数、カナ文字、漢字を横倍幅拡大して印字します。 

 ＥＳＣ ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ１、ＦＳ ＳＯ と同じです。 

 
  



4 

 

   ＥＳＣ ３ 

〔名 称〕       行間スペース量指定 

〔コード〕    １ＢＨ ３３Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕    印字後の行間スペース量を指定します。 

 〈ｎ〉≦ ＦＦＨ まで指定可能です。 

 電源投入時は ４ドット（０．５㎜）です。 

 ＥＳＣ Ａ と同じです。 

 

   ＥＳＣ ＠                         

〔名 称〕       初期化 

〔コード〕       １ＢＨ ４０Ｈ  

〔機 能〕       プリンタを初期化し、各種設定を初期状態にします。 

 印字バッファ内のデータを抹消します。 

 

   ＥＳＣ Ａ                         

〔名 称〕       行間スペース量指定 

〔コード〕       １ＢＨ ４１Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕       印字後の行間スペース量を指定します。 

 〈ｎ〉≦ ＦＦＨ まで指定可能です。 

 電源投入時は ４ドット（０．５㎜）です。 

 ＥＳＣ ３と同じです。 

 

   ＥＳＣ Ｉ 

〔名 称〕   印字方向指定 

〔コード〕   １ＢＨ  ４９Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕   印字方向（リスタ、テキスタ）を指定します。 

 〈ｎ〉＝３０Ｈまたは００Ｈ リスタ印字を指定します。 

 〈ｎ〉＝３１Ｈまたは０１Ｈ テキスタ印字を指定します。 

 電源投入時はリスタ印字となります。 

 

 

 

 

 

                       紙 

                       送 

                       り 

                       方 

                       向 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 テキスタ印字 リスタ印字 
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   ＥＳＣ Ｊ 

〔名 称〕   指定量紙送り 

〔コード〕   １ＢＨ  ４ＡＨ 〈ｎ〉 

〔機 能〕   〈ｎ〉ドット分の紙送りを行います。 

 ００Ｈ ≦〈ｎ〉≦ ＦＦＨ の範囲で指定できます。 

 印字バッファ内にデータがある場合には、印字後〈ｎ〉ドット分の紙送りを行います。 

 印字バッファ内にデータがない場合には、〈ｎ〉ドット分の紙送りを行います。 

 ００Ｈ を指定した時は、無視されます。 

 

   ＥＳＣ Ｌ 

〔名 称〕  大文字指定／解除 

〔コード〕  １ＢＨ  ４ＣＨ 〈ｎ〉 

〔機 能〕  〈ｎ〉＝３０Ｈまたは００Ｈ 大文字（48×96 ドット）の指定を解除します。 

 〈ｎ〉＝３１Ｈまたは０１Ｈ 大文字（48×96 ドット）指定します。 

 指定後送られてきた ３０～３９Ｈ （‘０’～‘９’）、４１～５ＡＨ（‘Ａ’～‘Ｚ’）の 

 データは大文字のフォントで印字されます。 

 ３０～３９Ｈ、４１～５ＡＨ以外は４８×９６ドットのスペースとなります。 

 大文字印字には、横倍幅拡大等の拡大機能はありません。 

 

     ＥＳＣ Ｎ 

〔名 称〕   縦倍幅拡大指定／解除 

〔コード〕   １ＢＨ  ４ＥＨ  〈ｎ〉 

〔機 能〕   英数 カナ文字、漢字の縦倍幅拡大の指定、解除を行います。 

〈ｎ〉＝３０Ｈまたは００Ｈ 縦倍幅拡大を解除します。 

〈ｎ〉＝３１Ｈまたは０１Ｈ 縦倍幅拡大を指定します。 

ＥＳＣ ｗ と同じです。 

 

   ＥＳＣ  ＳＩ 

〔名 称〕   横倍幅拡大解除 

〔コード〕   １ＢＨ  ０ＦＨ 

〔機 能〕   ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ１、ＦＳ ＳＯによる横倍幅拡大指定を解除します。 

 ＤＣ４、ＥＳＣ Ｗ０、ＦＳ ＤＣ４と同じです。 
 

   ＥＳＣ  ＳＯ 

〔名 称〕   横倍幅拡大指定 

〔コード〕   １ＢＨ  ０ＥＨ 

〔機 能〕   以後 受信した英数 カナ文字、漢字を横倍幅拡大して印字します。 

ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ１ と同じです。 
 

   ＥＳＣ  ＳＰ 

〔名 称〕    文字間スペース量指定 

〔コード〕    １ＢＨ  ２０Ｈ  〈ｎ〉 

〔機 能〕    文字と文字との間隔をドット単位で指定します。 

 〈ｎ〉はドット単位のスペース量で００Ｈ≦〈ｎ〉≦０８Ｈとしてください。 

 電源投入時は１ドットとなっています。 

 ＥＳＣ 〈ｎ〉 と同じです。 

 

   ＥＳＣ Ｗ 

〔名 称〕      横倍幅拡大指定／解除 

〔コード〕   １ＢＨ  ５７Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕   英数 カナ文字、漢字の横倍拡大の指定、解除を行います。 

 〈ｎ〉＝３０Ｈまたは００Ｈ 横倍幅拡大を解除します。 

 （ＤＣ４、ＥＳＣ ＳＩ、ＥＳＣ Ｗ０、ＦＳ ＤＣ４ と同じです） 

 〈ｎ〉＝３１Ｈまたは０１Ｈ  横縦倍幅拡大を指定します。 

 （ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ１、ＦＳ ＳＯ と同じです） 
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   ＥＳＣ  ｈ 

〔名 称〕   ＡＮＫ文字フォントの指定 

〔コード〕   １ＢＨ  ６８Ｈ  〈ｎ〉 

〔機 能〕   ＡＮＫ文字のドットフォントの指定を行います。 

 〈ｎ〉＝３０Ｈまたは００Ｈ ８×１６ドットフォントを指定します。 

 〈ｎ〉＝３１Ｈまたは０１Ｈ １２×２４ドットフォントを指定します。 

 〈ｎ〉＝３２Ｈまたは０２Ｈ １６×１６ドットフォントを指定します。 

 〈ｎ〉＝３３Ｈまたは０３Ｈ ２４×２４ドットフォントを指定します。 

 電源投入時は、12×24 ドットフォントが指定されています。 

 

   ＥＳＣ ｌ 

〔名 称〕      印字位置移動 

〔コード〕      １ＢＨ ６ＣＨ 〈ｎ〉 

〔機 能〕      次に印字する文字の位置を〈ｎ〉㎜で指定します。 

 〈ｎ〉はヘッドのドット端からの位置です。 

 ００Ｈ≦〈ｎ〉≦２ＦＨ ４７㎜の範囲で指定できます。（範囲外は無視します） 

２０㎜の位置から印字したい時には１４Ｈを入力します。 

中央付近での印字時に当制御コードを使用すれば、スペースコードを入力して 

桁の移動をする必要はなく、また決まった位置に印字する時にも使用します。 

 
   ＥＳＣ ｓ 

〔名 称〕      スクリプト指定／解除 

〔コード〕   １ＢＨ ７３Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕   文字の右上、右下に印字するスクリプト文字を指定、解除します。 

 〈ｎ〉＝３０Ｈまたは００Ｈ  スクリプトを解除します。 

 〈ｎ〉＝３１Ｈまたは０１Ｈ  スーパースクリプトを指定します。 

 〈ｎ〉＝３２Ｈまたは０２Ｈ  サブスクリプトを指定します。 

                               Ａ   文字の上部に印字されるのがスーパースクリプト 

                               Ｂ２ 文字の下部に印字されるのがサブスクリプト 

スクリプトのフォントは８×９ドットのみで、印字可能な文字は０～９です。 

従ってスクリプト指定後のデータは３０Ｈ～３９Ｈとなり、この範囲外はスペースとなります。 

指定されている文字フォント、及び倍幅指定により印字位置も移動します。 

   

   
 

 
 
  

２ 
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   ＥＳＣ 〈ｎ〉 

〔名 称〕     文字間スペース量指定 

〔コード〕   １ＢＨ 〈ｎ〉 

〔機 能〕   文字と文字との間隔をドット単位で指定します。 

 〈ｎ〉はドット単位のスペース量で ００Ｈ≦〈ｎ〉≦０８Ｈとしてください。 

 電源投入時は １ドット となっています。 

 ＥＳＣ ＳＰ と同じです。 

 

   ＥＳＣ ｗ  

〔名 称〕     縦倍幅拡大指定／解除 

〔コード〕   １ＢＨ  ７７Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕   英数、カナ文字、漢字の縦倍幅拡大の指定、解除を行います。 

 〈ｎ〉＝３０Ｈまたは００Ｈ  縦倍幅拡大を解除します。 

 〈ｎ〉＝３１Ｈまたは０１Ｈ  縦倍幅拡大を指定します。 

 ＥＳＣ Ｎ と同じです。 
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   ＦＳ ＤＣ４  

〔名 称〕       横倍幅拡大解除 

〔コード〕    １ＣＨ  １４Ｈ 

〔機 能〕    ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ１、ＦＳ ＳＯによる横倍幅拡大指定を解除します。 

 ＤＣ４、ＥＳＣ ＳＩ、ＥＳＣ Ｗ０ と同じです。 
 

   ＦＳ ＳＯ 

〔名 称〕   横倍幅拡大指定 

〔コード〕    １ＣＨ  ０ＥＨ 

〔機 能〕    以後 受信した英数 カナ文字、漢字を横倍幅拡大して印字します。 

 ＳＯ、ＥＳＣ ＳＯ、ＥＳＣ Ｗ１ と同じです。 

 

   ＦＳ Ｗ 

〔名 称〕   ４倍角指定／解除 

〔コード〕   １ＣＨ  ５７Ｈ  〈ｎ〉 

〔機 能〕   文字の４倍角印字の指定、解除を行います。 

 〈ｎ〉＝３０Ｈまたは００Ｈ ４倍角印字を解除します。 

 〈ｎ〉＝３１Ｈまたは０１Ｈ ４倍角印字を指定します。 

 

   ＦＳ ｅ 

〔名 称〕      縦、横拡大率指定 

〔コード〕   １ＣＨ  ６５Ｈ 〈ｎ１〉〈ｎ２〉 

〔機 能〕   文字を〈ｎ１〉〈ｎ２〉で指示された値で拡大します。 

 〈ｎ１〉は、縦の倍率を指示します。 

 ３１Ｈ≦〈ｎ１〉≦３４Ｈ 、または ０１Ｈ≦〈ｎ１〉≦０４Ｈ 

 〈ｎ２〉は、横の倍率を指示します。 

 ３１Ｈ≦〈ｎ２〉≦３４Ｈ 、または ０１Ｈ≦〈ｎ２〉≦０４Ｈ 

 範囲外は、１として処理します。 

 当制御コードによる指定は他の拡大制御コードより優先されます。 

 当制御コードで、２倍以上の値を指定し、拡大印字した場合、 

 他の拡大制御コードを入力されても無視されます。 

 他の拡大制御コードを使用する場合は、 

 当制御コードにより縦、横１倍の指定をしなおす必要があります。 

 縦、横１倍の時のみ、他の拡大制御コードが使用できます。 

 電源投入時の初期値は縦、横 各１倍です。 
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   ＦＳ ＊                  

        〔名 称〕          ビットイメージの登録／印字 

        〔コード〕          １ＣＨ ２ＡＨ 〈ｍ〉〈ｎ１〉〈ｎ２〉〈ｄ１〉・・・〈ｄｎ〉 

        〔機 能〕          ビットイメージの登録、印字を行います。 
 

              1）〈ｍ〉は動作モードを示します。 

ｍ 動作 内    容 

６１Ｈ 印字 
イメージバッファ上にあらかじめ展開されているビットイメージデー

タを〈ｎ１〉〈ｎ２〉で指定される領域で印字します。 

６２Ｈ 登録 
〈ｎ１〉〈ｎ２〉で指定されるライン数分のイメージデータをイメージ

バッファ上に展開します。 

６３Ｈ 
登録 

印字 

〈ｎ１〉〈ｎ２〉で指定されるライン数分のイメージデータをイメージ

バッファ上に展開し、その後印字します。 

６４Ｈ 
印字 

登録 

〈ｎ１〉〈ｎ２〉で指定されるライン数分のイメージデータを１ライン

ごとに印字すると同時にイメージバッファ上に展開します。 

６５Ｈ 印字 
〈ｎ１〉〈ｎ２〉で指定されるライン数分のイメージデータを１ライン

ごとに印字します。 

 

              2）〈ｎ１〉〈ｎ２〉は垂直方向の印字ライン数を指定します。 

                ６１Ｈ ≦〈ｍ〉≦６４Ｈの場合 

                  １  ≦〈ｎ１〉〈ｎ２〉≦４８０ 

                 ０１Ｈ ≦〈ｎ１〉〈ｎ２〉≦０１Ｅ０Ｈ 

                〈ｍ〉＝６５Ｈの場合 

                  １  ≦〈ｎ１〉〈ｎ２〉≦６５５３５ 

                 ０１Ｈ ≦〈ｎ１〉〈ｎ２〉≦ＦＦＦＦＨ 

〈ｎ１〉〈ｎ２〉が００の場合次のデータは通常のデータとして処理し、 

範囲を越える場合は最大値が使用されます。 

              3）〈ｄ１〉～〈ｄｎ〉は展開するイメージです。 

                データ数は、印字ライン数×１ライン分のバイト数となります。 

１ライン分のバイト数は４８バイトです。 

〈ｍ〉＝６１Ｈの場合 〈ｄ１〉～〈ｄｎ〉は不要です。 

                 ｂｉｔ      ｂｉｔ 

  7 6 5 4 3 2 1 0     各ビットは１で印字   ０で未印字 

   

  １ ２  ４８ 第１ライン 

  ４９ ５０  ９６ 第２ライン 

  ９７ ９８  １４４ 第３ライン 

   

 

 

 

   

     ４８ｎ 第ｎライン 

 

              １ラインは４８バイトで構成されています。 

              ３２０ラインまでビットイメージを展開する時の〈ｎ１〉〈ｎ２〉の値は 

              ３２０をＨＥＸコードにすると、０１４０Ｈ ですので、〈ｎ１〉＝０１Ｈ  

              〈ｎ２〉＝４０Ｈ となります。 

              〈ｄ１〉～〈ｄｎ〉の総バイト数は、３２０×４８＝１５３６０バイト となります。 
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 4）リスタ、テキスタの制御について 

 〈ｍ〉が６１Ｈ ～６３Ｈの場合には、文字と同様にリスタ、テキスタの制御も有効です。 

 〈ｍ〉が６４Ｈ  の場合には入力されるデータを順に印字、登録します。 

 リスタ、テキスタの制御は有効ではありません。 

 〈ｍ〉が６５Ｈ  の場合には入力されるデータを順に印字するのみです。 

 リスタ、テキスタの制御は有効ではありません。 
 

5）〈ｍ〉＝６５Ｈ の時の注意 

 印字スピードはデータの転送間隔に左右されます。 

 例えば、転送スピードを１ms 間隔だとすると、１ライン分の転送でも４８ｍs かかり、 

 これは２．６㎜／ｓ （約２１ドットライン／秒）の印字スピードになります。 

 印字スピードにより印字濃度差が出る場合があります。 
 

        〔注 意〕印字、停止を繰り返し行う間欠印字の場合、ギヤのバックラッシュやゴムローラーの弾性のため 

モーターの再起動時に印字がつながらず、印字がつぶれたり、白く線が入る場合があります。 

例えば３０秒ごとにイメージを印字するような場合において 

前回の印字の最後と今回の印字の最初とが正確につながらない場合があります。 

これを防ぐため印字は出来るだけ連続して印字し､間欠印字を避けてください。 
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   ＤＣ２ Ｆ                  

〔名 称〕        印字分割指定 

〔コード〕        １２Ｈ ４６Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕        印字ヘッドを分割制御します。 

 ３１Ｈ≦〈ｎ〉≦３６Ｈまたは０１Ｈ≦〈ｎ〉≦０６Ｈの範囲内とし、 

 範囲外の指定は電源投入時の初期値となります。 

 〈ｎ〉＝３１Ｈまたは０１Ｈ １度にすべて印字ヘッドに通電します。 

 ２～６分割を指定すると、印字ヘッドへの通電を指定した分割数で制御します。 

 電源投入時の初期値は２分割です。 

 

      ＤＣ２ Ｓ 

〔名 称〕       漢字フォント指定 

〔コード〕       １２Ｈ ５３Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕      漢字のドットフォントの指定を行います。 

 〈ｎ〉＝３０Ｈまたは００Ｈ ２４×２４ドットを指定。 

 〈ｎ〉＝３１Ｈまたは０１Ｈ １６×１６ドットを指定。 

 電源投入時は、２４×２４ドットが指定されています。 
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      ＧＳ ｈ 

〔名 称〕     バーコードの高さ指定 

〔コード〕    １ＤＨ ６８Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕     バーコードの印字高さを〈ｎ〉ドットで指定します。 

 ００Ｈ≦〈ｎ〉≦６０Ｈ（９６ドット、１２㎜） 

 ００Ｈはバーコードの印字を行いません。 

 ６０Ｈ以上は、６０Ｈとして処理します。 

 電源投入時は、１０㎜（８０ドット、５０Ｈ）と指定されます。 

 

      ＧＳ ｋ 

        〔名 称〕          バーコード印字 

        〔コード〕          １ＤＨ ６ＢＨ 〈ｎ〉〈ｄ１〉〈ｄ２〉・・・〈ｄｎ〉ＮＵＬＬ 

        〔機 能〕          バーコードの種類を指定し、印字します。 

               

              1）〈ｎ〉でバーコードの種類を指定します。 
 

〈ｎ〉 種  類 

３０Ｈ ００Ｈ ＵＰＣ－Ａ 

３１Ｈ ０１Ｈ  

３２Ｈ ０２Ｈ ＪＡＮ１３ 

３３Ｈ ０３Ｈ ＪＡＮ８ 

３４Ｈ ０４Ｈ ＣＯＤＥ３９ 

３５Ｈ ０５Ｈ ＩＴＦ 

３６Ｈ ０６Ｈ ＣＯＤＡＢＡＲ（ＮＷ７） 

                ３１Ｈ、０１Ｈ及び上記値以外の場合、印字動作を行いません。 

 

              2）〈ｄ〉で印字するデータを指定します。 
 

種  類 データ数 チェックデジット 

ＵＰＣ－Ａ 11 桁 ｄ1～ｄ11 有 り 

ＪＡＮ１３ 12 桁 ｄ1～ｄ12 有 り 

ＪＡＮ８  7 桁 ｄ1～ｄ7 有 り 

ＣＯＤＥ３９ 可変 ｄ1～ｄ20 有 り 

ＩＴＦ 可変 ｄ1～ｄ20 無 し 

ＣＯＤＡＢＡＲ 可変 ｄ1～ｄ20 無 し 

ＣＯＤＥ３９の場合 

d1～d20 には印字するデータのみ指定します。 

スタート／ストップビットの‘＊’を入力する必要はありません。 

ＣＯＤＡＢＡＲの場合 

d1～d20 にはスタートビット、印字データ、ストップビットの順に指定します。 

スタートビット（‘ａ’ ‘ｂ’ ‘ｃ’ ‘ｄ’） 

ストップビット（‘ｔ’ ‘ｎ’ ‘＊’ ‘ｅ’） 

ＩＴＦの場合 

印字するデータ数は必ず偶数桁にしてください。 
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              3）指定できるコード範囲。 
 

種  類 指定可能コード範囲 

ＵＰＣ－Ａ 

ＪＡＮ１３ 

ＪＡＮ８ 

ＩＴＦ 

‘０’～‘９’ 

ＣＯＤＥ３９ ‘０’～‘９’、‘Ａ’～‘Ｚ’、 ‘SP’ 

‘＄’‘％’‘＋’‘－’‘・’‘／’ 

ＣＯＤＡＢＡＲ ‘０’～‘９’、 

‘－’‘＄’‘：’‘／’‘．’‘＋’ 

データの最後には必ずＮＵＬＬコード（００Ｈ）を入力してください。 

例）JAN8 1DＨ 6BＨ 33Ｈ 31Ｈ 32Ｈ 33Ｈ 34Ｈ 35Ｈ 36Ｈ 37Ｈ 00Ｈ 

              4）バーコード印字後、行間スペース量の紙送りを行います。 

 

5）バーコードの高さは一度の指定で１２㎜までしか印字できませんが、 

次の様にすれば１２㎜以上でも印字できます。 

 また、左右に通常の文字を印字する事も出来ます。 

 右の例は次の様に入力して印字 

 させたものです。 

 (ｲ) ＣＯＤＡＢＡＲの文字データを 

  入力して印字 

 (ﾛ) 行間スペース量を０として 

  バーコードデータを印字 

 (ﾊ) バーコードデータを印字 

 (ﾆ) 行間スペース量を元に戻し     

  規格、ＯＫ／ＮＧ、バーコードを印字 

 注 1) バーコードの位置は印字位置指定（ＥＳＣ＋ｌ）を利用します。 

 注 2) バーコードの印字前にバーコードの高さ（例の場合１０㎜）、 

  バーサイズを指定しなければなりません。 

 注 3) 同一行に文字を印字させた時に、バーコードの連続部分に印字の薄い 

  部分が出る場合があります。 

 

      ＧＳ ｗ 

〔名 称〕        バーコード、バーコードサイズ 

〔コード〕        １ＤＨ ７７Ｈ 〈ｎ１〉〈ｎ２〉 

〔機 能〕        〈ｎ１〉でナローバーの幅を指定します。〈ｎ２〉でワイドバーの幅を指定します。 

 〈ｎ１〉、〈ｎ２〉とも次の範囲内で指定します。 

 ０１Ｈ≦〈ｎ〉≦１８Ｈ（２４ドット、３㎜） 

 ００Ｈは０１Ｈ、１９Ｈ以上は１８Ｈとして処理します。 

 電源投入時は、〈ｎ１〉＝０２Ｈ、〈ｎ２〉＝０５Ｈと指定されます。 

 ＵＰＣ－Ａ、ＪＡＮ１３、ＪＡＮ８では〈ｎ１〉のみ使用しますが、 

 必ず〈ｎ２〉も入力してください。 

 

〔注 意〕読取装置の性能に応じてバーサイズを指定してください。印字するバーコード数とバーサイズによっては、 

記録紙内に全てのバーコードを印字できない場合があります。 
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      ＧＳ ｘ 

〔名 称〕        二次元バーコード（ＱＲコード）印字 

〔コード〕        １ＤＨ ７８Ｈ 〈ｎ１〉〈ｎ２〉〈ｄ１〉〈ｄ２〉・・・〈ｄｎ〉 

〔機 能〕        ＱＲコードを印字します。 

1）〈ｎ１〉誤り訂正レベルを指定します。 

訂正レベル（復元レベル） 〈ｎ１〉 

Ｌ（ ７％） ４ＣＨ 

Ｍ（１５％） ４ＤＨ 

Ｑ（２５％） ５１Ｈ 

Ｈ（３０％） ４８Ｈ 

 上記以外はレベル“Ｍ”として処理します。 

 

 2）〈ｎ２〉データ数を指定します。 

 誤り訂正レベルにより入力できるデータ数が異なります。 

訂正レベル 〈ｎ２〉最大データ数 

Ｌ １５４（９ＡＨ） 

Ｍ １２２（７ＡＨ） 

Ｑ   ８６（５６Ｈ） 

Ｈ ６４（４０Ｈ） 

   最大値を越える値や００Ｈの場合は無効とし、次のデータを通常のデータとして処理します。 

 

 3）〈ｄ〉印字するデータを指定します。 

 ００Ｈ≦〈ｄ〉≦ＦＦＨ 

データ中にシフトＪＩＳコードによる漢字のデータが含まれていても問題ありませんが、 

漢字１文字は２バイトの計算となります。 

（例）誤り訂正レベル“Ｌ”、印字データ「ナダ電子」の場合 

 1DＨ 78Ｈ 4CＨ 08Ｈ 83Ｈ 69Ｈ 83Ｈ 5FＨ 93Ｈ 64Ｈ 8EＨ 71Ｈ 

  

4）ＱＲコード印字後、行間スペース量の紙送りを行います。 

ＱＲコードの上下左右には８ドット以上のマージン（空白）が必要です。 

スペースコードを左右に入力したり、改行コードで上下にスペースを設けてください。 

 

5）同一行に文字あるいは他のＱＲコードを印字することも可能です。 

 

 

        答１     答２  

  

指定された印字位置からのＱＲコードの印字が最大印字幅を越える場合は 

 次の行のデータとして印字処理されます。 

 

6）ＱＲコードの仕様について 

シンボルサイズ モデル２ 

１セルの構成 印字ドット４個 

１セルの大きさ ０．２５mm×０．２５mm 

全体の大きさ 誤り訂正レベルとデータ量で変化 

イメージの展開 バイナリモード 

 

        〔注 意〕読取装置の性能や印字面の汚れ等の読取環境により正常に読み取れない場合があります。 

ＱＲコードは株式会社デンソーウェブの登録商標です。 
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   ＥＳＣ ＄ 〈ｎ〉 

〔名 称〕     文字コード指定 

〔コード〕   １ＢＨ ２４Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕   文字コードを指定します。 

 〈ｎ〉＝３０Ｈまたは００Ｈ UTF８ 

 〈ｎ〉＝３１Ｈまたは０１Ｈ ShiftJIS 

 ※ファームウェアＶ２以降 

 

      ＧＳ  ｙ 〈ｎ〉 

〔名 称〕        二次元バーコード（ＱＲコード）の拡大指定／解除 

〔コード〕        １ＤＨ ７９Ｈ 〈ｎ〉 

〔機 能〕        二次元バーコード（ＱＲコード）の１５０％拡大指定、解除を行います。 

 〈ｎ〉＝３０Ｈまたは００Ｈ １００％ 

 〈ｎ〉＝３１Ｈまたは０１Ｈ １５０％ 

 ※ファームウェアＶ２以降 

 


